
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  非課税と免税 

Ｑ：消費税には非課税と免税があるそうで

すが、どのように違うのですか？  

 

Ａ：課税売上割合を計算する場合に取扱い

が違います。 

【解説】 

消費税では、次のすべての要件を満たす取

引を課税対象としています。 

①  国内において行なうもの 

②  事業者が事業として行うもの 

③  対価を得て行なうもの 

④  資産の譲渡、資産の貸付け、役務の提供 

ただし、土地の譲渡や貸付、株式等の譲渡

など、その性格上課税対象とならないものや

医療、学校の授業料など政策的配慮に基づく

ものについては、非課税とされています。 

また、課税取引のうち、輸出として行われ

る資産の譲渡や貸付け、海外旅行や国際通

信・郵便などについては、免税という規定を

設けて消費税を免除することとしています。 

非課税も免税も消費税がかからないとい

う点では同じなのですが、課税売上割合を計

算する場合に違いがみられます。 

課税売上割合＝ 

課税売上高＋免税売上高        

課税売上高＋免税売上高＋非課税売上高 

※課税売上割合が95%以上の場合は、課税仕

入にかかる消費税額の全額が控除できますが、

95%未満の場合には、一定の金額しか控除でき

ないというところに影響がでますので、これら

は明確に区分しなければなりません。 
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